
人権ワークショップ開催 

！ 

通知表を配布します 

横断歩道を渡る時は 

 小城市立桜岡小学校 令和７年度 学校だより ２３号 

                                               

 

 

 

令和７年１０月１０日 文責：校長 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 
やさしく、かしこく、たくましく 
笑顔の花咲く 桜っ子の育成 

～すべては子ども達の自信のために～ 
 

 

興譲館の梅

９月２６日（金）に４年生を対象に県人権・同和対策課の方による「人権ワークショ

ップ」が開催されました。 

学校等での日常生活から６つの場面を取り上げ、それぞれどんな思いをもっ

たか、自分だったらどうするか、ということについて考えました。 

①友達が仲間外しにあっている場面②ピンク色の服を着た男の子がひやかさ

れている場面③小さい子が大きい子からおもちゃを取られている場面など、そ

の時に自分はどのようなアクションをとるのか、自分自身で、そしてグループの

友達と思いを共有して考えました。子どもたちは自分事として考えていました。 

 ①の場面 

「一緒に遊ぼうという。」「まず事情を聞く。」 

 ②の場面 

「何でそんなこと言うの？自分の好きなものだから着てもいいでしょう？」 

「洋服の色は自由だ。」 

保護者の皆様もご存知のことと思いますが、10 月 6 日（月）校区内で交通死亡事故が

発生しました。とても悲しい出来事でした。 

学校では、小城警察署に事故状況を確認し、子どもたちが横断歩道を渡る際に気をつ

けることについてご助言をいただきました。以下の 2点です。 

 車を運転している人は前方をよく確認していないことが多いので、 

 １．横断歩道を渡る前に、手を上げて（ハンドサインをして）、運転をしている人に合図 

を送ること。 

 ２．横断歩道を渡る時は、車がしっかりと止まってから渡ること。 

③の場面 

「大人に相談する。」「（取った人に）返してあげてと言う。」 

 助けてあげないといけない。でもどうしたらよいのか。自分だったら。自分に 

何ができるのか。望ましい振る舞いは？子どもたちなりにしっかりと考えることができました。 

 この学びが子どもたちの行動へとつながっていくよう指導していきたいと思います。 

本日１０日（金）は前期分の通知表（あゆみ）をお子様に渡す日です。お子様の学習の様子

については、夏休みの個人懇談でお知らせしていますが、9 月末までの学びの様子、生活

の様子を子どもさんと一緒に確かめていただきますようお願いいたします。 

各担任は子ども一人一人の成長等を見取り、一生懸命に考えて通知表を作成していま

す。できていること、がんばったこと、そして、これから努力していってほしいこと等、よく

ご家庭でお話いただき、励ましていただければ幸いです。 

通知表については、14日以降に必ず担任へお戻しくださいますようお願いいたします。 

 

このことについて、事態を重く受け止め、10月 7日（火）2時間目の授業時間の最初に、私が全校放送にて児童に指

導いたしました。併せて学級での指導についても担任等に指示しました。 

今回の件については、子どもたちが巻き込まれた事故等ではありませんが、このような校区内の出来事にも危機

意識を高めて、子どもたちの安心・安全のために今後も引き続き安全指導をして参ります。 


